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一般社団法人 福岡県助産師会 会長  佐藤 香代 

 

今年の夏は本当に暑かったですね。 

これは、地球温暖化やエルニーニョ現象の影響で、地球の大気全体の気

温が高くなっていることに加え、太平洋高気圧の勢力の強まりや偏西風の 

蛇行で上空に暖かい空気が流れ込むといった条件が重なったことによる

と言われています。9 月も 30℃を超える真夏日を記録しました。来年以降

もこのような気象が続くのでしょうか。気温上昇に加え、ゲリラ豪雨が 

頻繁に起こる今の日本は、もはや亜熱帯気候に近いのではないかと思います。 

未来を担う子どもたちのために環境に関する情報に耳を傾け、できることから行動に移し

ていく必要があると強く感じています。 

 

さて、分娩費用の保険適用化ですが、厚生労働省 保険局保険課・医療課による 

「妊娠・出産・産後における妊産婦等の支援策等に関する検討会」がこれまでに 4 回行われ

ました。 

第 1 回は「概要の説明」で、続いて第 2 回「医療者側」、第 3 回「妊産婦側」、第 4 回「保

険者側等」のヒアリングがありました。日本助産師会はこの検討会の構成員であり、第 2 回

に助産師の現状のプレゼンを行っています。その概要は以下の通りです。 

 

助産所は家庭的な環境の中、安心してきめの細かい一人一人に合わせた妊娠期から育児期

までの継続的な助産ケアを行っている。また、必要な医療機器や設備を備え、エビデンスに基

づいた助産ケアを行う実践能力と環境を整備し、緊急時の連携体制を確保している。 正常か

らの逸脱もしくはそれが予想される場合には、高次医療機関と連携し搬送するようにしてい

る。助産所の使命は低リスク妊産婦を安全に管理し、女性が満足できる出産をサポートする

ことである。そのために助産所の嘱託医・嘱託医療機関との連携体制を整えている。妊娠、出

産、産後のケアは、助産業務ガイドライン及び産婦人科診療ガイドラインを遵守している。 

 

 今後の日本助産師会の対応は、たとえ「出産費用の保険適用」がなされた場合にあっても 

「妊産婦に不利益にならない」そして妊産婦同様「助産師にも不利益にならない」ことを 

伝えていく方針です。実施したケアに対し的確な対価を得られるよう、今後も準備を怠らず

発言していく必要があります。 

 

分娩費用の保険適用化や今後の対応について、ぜひ会員の皆さまのご意見をお寄せ下さい。 

 

 

 

 

 

会長挨拶 
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組織強化委員会  浦部 きくえ 

 

組織強化委員は､今年度の目標①会員数が増加する②会員満足度が向上する③助産師および助産

師会の認知度が向上するに向かって、対面やオンライン会議において５人委員で意見交換をしなが

ら活動計画を立てています。 

① について、昨年度同様今年度も県内 10 校の助産師養成校のご協力により、学校訪問で助産師

会の案内と魅力をお伝えできる予定です。既に１校は訪問を終了しております。 

② ②について、現状の満足度把握のため全会員を対象にアンケート調査を実施する予定です。ご

協力をよろしくお願いいたします。 

③ ③について、11月 30日に国際助産師の日イベントとして『リトルベビーハンドブック講演会』

を予定しております。皆さま、小さな赤ちゃん専用の母子手帳リトルベビーハンドブックがあ

ることをご存知でしょうか。全出生数の 9.5%前後が低体重出生児である今、妊娠・出産・産後

を通し母子に寄り添う私たち助産師がリトルベビーハンドブックを知り、活動に活かすことが

できればと思い、企画いたしました。 

また、ひとりでも多くの方に福岡県助産師会と助産師の存在を知っていただく機会になれば、

嬉しく思います。お申し込みは日本助産師会 HP よりお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

委員会活動 報告 
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災害対策委員長  神崎 秀子 

 

R6 年 7月 13 日 福岡県助産師会館にて、防災訓練を実施しました。 

福岡県助産師会では、年 2 回防災訓練を行っています。  

今回は「会館台所から火災が発生した」を想定し避難訓練を行いまし

た。 

火元を確認したうえで、「火災が発生しました」と大声で周囲に知ら

せ、ハンカチやタオルなどで鼻と口を覆い、低い姿勢で避難移動の声

かけを行いながら、安全な場所に誘導しました。  

火災通報と初期消火、避難誘導、毎年訓練を繰り返し行っているため、 

落ち着いて行動しました。  

避難場所に集合してから人数点呼、逃げ遅れの有無など確認を行い 3 分程度で終了することができ

ました。 その後、水消火器を使い一人ずつ訓練をしました。  

訓練を終えて感じたことは、実際に火災が起きた時に慌てずに行動する事が大切だと思いました。 

  

毎年のように災害が発生しています。自然災害はいつ何処でも起こる可能性があり、災害が起きて

からでは何もできないと認識しなくてはならないです。一人ひとりが自ら取り組む姿勢が大切で、

自らのいのちは自らが守る意識を持つことが大切です。  

そして、私たち助産師は、母子のいのちを守るためには、個々の防災力を高めることが必要だと思

います。「防災に正解はない」、これを準備したら大丈夫というものではありません。起こりえる災

害を想定し、発生時の行動を考えながら、日々訓練に取り 

組む必要があると思います。そして、被害を最小限にする事が訓練の重要な役割です。   
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安全対策委員会  松浦 栄梨子 

 

7 月 27 日（土）に第 1 回安全対策研修会「情報をめぐるリスクとは～助産師が情報発信時に注意

すべきこと～」のテーマで、両角駿弁護士を講師にお招きし、会員対象の研修会を開催いたしまし

た。対面と Zoom でのハイブリッド開催により、38 名の会員にご参加いただきました。ご講演の中で

情報は財産であり、SNS 等で助産師のケアを求める方々へ効果的に情報発信できる一方で、情報発信

の方法や表現内容により医療法や景品表示法等、様々な法律に抵触する可能性があることを学びま

した。対面研修では、実際にホームページを有する開業助産師の方に事例発表いただき、どのような

表現にするとより正確かつ安全に情報を伝えられるのか具体的に学び、会員相互に大変貴重な時間

を共有できました。 

今後も情報共有と研鑽の場をもち、会全体として医療安全の向上に寄与できるよう努めて参りたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

助産所部会  田嶋 昌枝 

 

今年の夏は各地で記録更新の猛暑でした。また能登半島、輪島においては地震の復興途中ながら、 

9 月に水害までみまわれました。被害に遭われた方々に心よりお見舞い申し上げます。 

 厚生労働省が出産情報サイトを立ち上げ、本年 5 月から分娩施設ごとのサービス内容や出産費用

の「見える化」のためのウェブサイト『出産なび』の運用は皆様すでに周知のところです。これらの

取組みの効果等の検証を行った上で 2026年開始予定の分娩費用の保険適用の導入を含め出産に関す

る更なる強化について検討を進める本格的な調査が始まりました。 

先ずは 10 月 10 日提出締切りの調査、【正常分娩を取扱う開業助産師を対象に厚生労働省科学研究と

して分娩取扱施設における出産に係る費用構造の把握のための調査】は皆様大変お疲れ様でした。 

今後、この調査結果が私達開業助産師の細やかな助産ケア、目には見え難いサービスを測ること

になり、将来的に分娩に対する支援の在り方の検討の基になること、また助産ケアの評価基準が明

確化されることに繋がると大いに期待致します。 

 

三部会報告 
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 妊娠出産・包括支援委員長  豊田 晴子 

  

産後ケア事業の進捗状況をまずお伝えしたいと思います。 

産後ケア事業に対して県からの補助もあり、色々な自治体が年度途中での契約変更がありました。 

事務作業はとんでもなく増えましたが、自己負担金の減額はご利用される方にとって、 

とてもありがたいことです。その影響もあってか、産後ケア事業の認知度が上がったと捉えてよい

のか明らかに自治体によっては昨年の同月と比べ 3 倍増加しているところもあります。自治体から

の広報のたまものだと感謝申し上げます。 

 

更に 8 月からの産後ケア事業新規参入者 19 名です。産後ケア事業の受託施設も 70 施設となりま

した。助産師会が最初に掲げました。『県内どこにいても産後ケアを受けられる仕組みづくり』の夢

が現実となってきました。助産師の質の担保として日本助産師会が提示しています研修を決められ

た時間数受講したもの、また賠償責任保険に全員加入している。等々産後ケア事業の実施施設とな

るための条件を定めています。今後、集合契約をご希望される自治体がありましたらお声かけをお

願い致します。 

 

次に、長年頭を痛めておりました報告書、請求書等の様式に関する自治体によって書類がバラバ

ラ問題も間もなく終わりを告げようとしています。福岡県の担当の方との最終打ち合わせが終わり

ました。立場により考え方が違うと突き放つのではなく、いかに話し合いによって良いものを作り

上げるか。今回の話し合いで学びました。 

令和 7 年度は、報告書作成に頭を痛め時間を費やするのではなく、ケースに応じた素晴らしい産後

ケアを実施する為の時間が取れるとおもいます。 

料金統一に関しましては次のステップになるかと思います。 

 

今後ともご協力の程宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産後ケア事業の現状について 
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マタニティスクール運営責任者  福澤 雪子 

 

福岡市委託事業「働くママとパパのマタニティスクール」は，2024 年度前期の 6 か月間で 914 名

の参加申し込みを受け付け 188 名の方が参加されました。延べ 36 名のベテラン助産師（会員）が， 

沐浴指導や赤ちゃんのいる生活について，具体的に丁寧に指導を行い，参加者の悩みや疑問に親身

に対応してくださっています。 

特に沐浴体験は赤ちゃんのいる生活がイメージできると毎回好評です。 

今後も市民の期待に応えられるマタニティスクールとなりますよう，皆様のお力添えをお願いいた

します。 

なお，会館建て替えに向けた代替施設探しも大きな課題です。適当な代替施設をご存じの方がお

られましたら福岡地区理事にお声掛けください。 

 

 

 

包括的性教育ワーキンググループ 委員長  道園 亜希 

 

5 月にスタートした本研修も、先日 10月 13 日(日)に第 6 回目を終えました。 

助産哲学に加え「今なぜ包括的性教育なのか」「助産師が行ういのちの教育」「プレコンセプション

ケア」というコアとなる概念を深く学び、9 月からは「幼児期～小学校低学年」「小学校中～高学年」

といった各ライフステージにおける包括的性教育の概要及び実践に関する学びに入りました。前半

で学んだ内容を、各ライフステージでどのように応用するのか、この年齢の子ども達から質問を受

けたらどのように応えるか、毎回概論に立ち戻りながら、新たな知識・スキルを積み重ねています。 

実践の紹介は、ワーキングメンバーが実際に幼児や小学生にどのように包括的性教育を行っている

のか、またその時の工夫した点や気づきなどを参加者の皆さまと共有しています。本研修では毎回

グループワークを取り入れています。第１回目から継続して参加してくださっている方が多く、回

を重ねるごとにより盛り上がりを見せているように感じます。 

 

今後は、中高生、大学生への包括的性教育と続きます。ありがたいことに対面でのお申し込みは、 

ほぼ毎回キャンセル待ちの状態です。興味のある方はどうぞ早めにお申し込みください。 

ワーキングメンバー一同、皆さまと学びを共有できること、とても楽しみにしています。 

 

福岡市マタニティスクール 報告 

助産師が伝える包括的性教育・いのちの教育 連続研修 
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久留米地区理事  加藤 陽子 

「助産師と語ろう」開催 

久留米地区では 9月 1日に地区研修会「助産師と語ろう」を久留米市子育て交流プラザで開催し、 

10組の子育て中のご家族にご参加をいただきました。 

研修会は、夏から秋の肌トラブルから赤ちゃんと家族を守る方法に関する講演を行い、その後の 

フリータイムのワークショップでは、みなさんかわいい置き型虫よけを参加者同士、そして私たち 

助産師と語りながら楽しく作成しました。また、パパさんによる妊婦体験も大変好評でした。 

パパさんたちは思っていたよりも重くてびっくり、みているママさんはにっこり、お子さんはパパの 

お腹をなでなでと、とても温かい雰囲気に包まれていました。 

 

地域の皆様に助産師を知ってもらおうということで、毎年続けているこの研修会のテーマとおり 

今年も参加者のみなさんと語り合うことができました。また、今年は 13人の助産師がスタッフとして 

参加してくださり「助産師同士で語ろう」もできました。 

これからも久留米地区は力を合わせて、地域の皆様が身近に感じられる活動をしていこうと思って 

おります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区活動を紹介します！ 
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福岡県プレコンセプションケアセンター コーディネーター  佐藤 繭子 

 

4 月 30 日の開所以来、福岡県プレコンセプションケアセンターは多くの方にご利用いただいてい

ます。 

相談内容は、妊活や不妊といった一般的なものから、性器の大きさや月経に関する悩み、性感染症

に関する不安など、実に様々です。相談者の年代も 10 代から 70 代までと幅広く、中には、お孫さ

んの性教育について相談される方もいらっしゃいます。 

 

これらの多様な相談に対応するため、センターでは電話やメールだけでなく、LINE や来所による

相談も受け付けています。さらに、大学生や専門学生への出前講座や、保健所での養護教員・保健師

等への研修会も実施し、プレコンセプションケアの重要性について積極的に発信しています。 

 

参加者からは、「プレコンセプションケアについて初めて知った」「自分の健康について改めて考

えるきっかけになった」といった嬉しい声をいただいています。こうした声から、プレコンセプショ

ンケアに対する理解が深まっていることを実感しています。 

今後は、より多くの方に情報を届けられるよう、プレコンセプションケアに関するマンガや動画

をホームページで公開する予定です。これらのコンテンツを通じて、誰もが気軽に相談できるよう

な温かい雰囲気のセンターを目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡県プレコンセプションケアセンター おかげさまで開所 5 ヶ月！ 
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書記  阿部 聖子 

 

【赤ちゃんとママのスキンケアセミナー】（株）未来協力、9 月 10 日オンライン開催。 

内容は、お肌の基本的な知識・赤ちゃんの正しいスキンケア方法、冬の乾燥から赤ちゃんの肌を守る 

スキンケアについて、小児科・アレルギー専門医による赤ちゃんのスキンケア、スキンケアで必要な 

皮膚科学と化粧品に対する知識・関係性についてでした。 

非会員 1 名・一般 8 名を含む 51 名の参加があり、初参加の希望者 12 名に試供品の提供がありまし

た。 

 

【メンタルヘルスとプラズマローゲンセミナー】B&S コーポレーション協力、9 月 28 日に助産師

会館とオンラインで同時開催。 

内容は、周産期のメンタルヘルス、プラズマローゲンについて、メンタルヘルスにおけるプラズマ

ローゲンの効果、周産期へのプラズマローゲンの応用、ホタテ由来のプラズマローゲンの特徴等

でした。 

非会員 3 名・一般 1 名を含む 28 名の参加があり、会場参加者には試供品の提供がありました。 

 

両セミナーとも参加者からは、「非常に有益な情報を得られた」「実際に製品を使ってみたい」といっ

たご意見をいただきました。 今回のセミナーを通じて、スキンケアやメンタルヘルスとプラズマロ

ーゲンに関する理解が深まり、今後の母子のケアに役立つ多くの知見を得ることができました。 

次回のセミナーもぜひご期待ください。 

 

 

 

会員登録がお済みでない会員におかれましては、登録をお願いいたします！ 

 

手順は、福岡県助産師会 HP➡助産師の方へ➡会員登録について➡会員登録フォームに必須事項の

入力となります。 

これまで、日本助産師会事務局から福岡県助産師会会員の皆様への情報提供手段として地区理事

や各部会長を通して伝達しておりましたが、2022 年 9 月より福岡県助産師会ホームページ内の 

「会員ページ」に掲載することになりました。会員ページにログインされますと観覧制限している

ページを見ることができます。 

 

 

 

 

 

賛助会員セミナー開催報告 

ホームページ会員登録のお願い 
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★次年度の会費の口座振替実施日：2025 年２月 25日です。 

登録口座にお金の準備をお願いします。 

★口座振替未手続きの会員様は振替手続きにご協力をお願いします。 

 現金でお支払の場合手数料 100 円を上乗せした\25,100 円を振り込んで頂いております。 

 口座振替手続きに必要な書類は日本助産師会の HP から申し込むことができます（12/28〆切） 

 できない場合は下のメールアドレスに、ご連絡をくださればお送りします。 

 できるだけ円滑に会費の会計処理を行う為にもご協力ください。 
 

 

一般社団法人 福岡県助産師会では、会員を募集しております！！ 

ご友人や職場の方をお誘いし、一緒に活動してみませんか？ 

入会をご希望される方は、下記 QR コードより福岡県助産師会ホームページにアクセスし 

【助産師の方へ】⇒【入会案内のページ】にお入りください。 

または、下記担当者への連絡をお願いいたします。 

 

                    【福岡県助産師会 会計 山口美津枝】 

                     住所：〒807-1134 

                        北九州市八幡西区茶屋の原 4 丁目 1-12 

                     電話：090-9607-3331 

                     メールアドレス：3enyanko@gmail.com 

 

おひとりでも多くの皆様の入会を心よりお待ちしております。 

 

【編集後記】 

 今年度 2 回目のニュースレターをお届けします。 

暑い夏が終わり、寒暖差に秋の深まりを感じますが、今年も残り 2 か月とは早いものです。 

皆様、くれぐれもご自愛ください。 

               広報・渉外委員  安河内・新・原武・阿部・伊与田 
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会計からのお願い 

会員募集 
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